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５．液状化危険度予測 

 

5.1 概要 

 「４．地震動予測」における地震動の算出結果を用いて、道路橋示方書(2002)の FL 法、

PL 法により 250m メッシュごとの液状化危険度を求めた。  
 

5.2 検討の流れ 

 検討の流れを図 5.2-1 に示す。  
まず、若松・松岡(2011)の世界測地系 250m メッシュ微地形区分図（図 5.2-2）より、表

5.2-1 に示す液状化想定の対象となる微地形区分のメッシュを抽出し、GL-20m 以浅の盛土

層（砂質土）及び砂質土層を対象とした。抽出した各微地形区分における地下水位（表 5.2-1）
は、収集したボーリングデータの地下水位を微地形区分ごとに集計して、その最頻値を採

用した（図 5.2-3）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.2-1 液状化危険度の判定フロー 
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図 5.2-2 若松・松岡（2011）による世界測地系 250m メッシュ微地形区分における 

液状化想定対象の微地形区分（凡例の赤枠で囲った微地形区分） 

 

 

群馬県内の火山性の地質（火山噴出物等）の範囲については、比較的新しい火山灰質  
主体の層など液状化しにくい土質区分となるため、液状化危険度計算の対象外とした。  
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表 5.2-1 液状化判定の対象とした微地形区分及び設定した地下水位 

 
 
 
 
 
 

 
※ボーリングデータの最頻値を採用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.2-3 各微地形区分におけるボーリングデータの孔内水位の度数分布 

（最頻値を、液状化想定対象とする各微地形区分における地下水位に設定する。）  
 

微地形区分
地下水位
(GL-m）

谷底低地 1.7
扇状地 1.7
自然堤防 1.7
後背湿地 0.8
旧河道 0.3
河川敷 2.3
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5.3 液状化危険度の判定手法 

 液状化危険度の予測は、道路橋示方書 (2002)に代表される FL 法及びこれを深さ方向

に積分した PL 法を用いた。PL 法では、地震時に作用する地震動の強さ（最大せん断

応力）と地盤のもっている液状化に対する抵抗力（液状化強度）を各深度で比較して

判定し、その判定値（FL 値）を深さ方向に重みをつけて足し合わせ、その地点での液

状化危険度の指標となる PL 値を算定する。液状化判定の対象とする地層は、過去の液

状化事例に基づいて、緩い砂を主体とする地層が深度 20m 以浅に現れる地下水位以深

の地層とした。  
液状化危険度は、岩崎ほか (1980)による新潟地震等の液状化事例の評価に基づいた、

PL 値と液状化危険度の関係（PL 値によるランク判定）から求めた。表 5.3-1 に PL 値に

よる液状化危険度判定区分を示す。また、FL 法の概要を図 5.3-1(1)～(4)に、PL 法の概

要を図 5.3-1(5)に示す。  
図 5.2-1 のフローにも示したように、PL 値の計算結果については、250m メッシュ地

盤モデルでの評価を行った。  
 
 

表 5.3-1 PL 値による液状化危険度判定区分 (岩崎ほか(1980)に加筆) 
 
 
 
 
 
 
 
  

PL=0 0＜PL≦5 5＜PL≦15 PL＞15

PL値による
液状化危険度判定

液状化危険度は
極めて低い。液状
化に関する詳細な

調査は不要

液状化危険度は
低い。特に重要な
構造物に対して、
より詳細な調査

が必要

液状化危険度が
やや高い。重要な
構造物に対しては
より詳細な調査が
必要。液状化対策
が一般には必要

液状化危険度が高
い。液状化に関する
詳細な調査と液状
化対策は不可避
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図 5.3-1(1) FL 法の概要その１（道路橋示方書, 2002）  
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図 5.3-1(2) FL 法の概要その２（道路橋示方書, 2002）  
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図 5.3-1(3) FL 法の概要その３（道路橋示方書, 2002）  
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図 5.3-1(4) FL 法の概要その４（道路橋示方書, 2002）  
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図 5.3-1(5) PL 法の概要（岩崎ほか(1980)に加筆） 
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この手法の中で重要な物性値である細粒分含有率 FC 及び平均粒径は D50 について

は、道路橋示方書 (1990)より、表 5.3-2 の様に設定した。  
 

表 5.3-2  設定した物性値 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※（社）日本道路協会 (1990)：道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編）  
（「記号」については、「３．地盤モデルの作成」及び表 4.2-1 を参照）  

 
また、地震時せん断応力比 L については、等価線形の地震応答計算（幾何減衰：

C=2.8km の場合）による地中のせん断応力の最大値を深度ごとに用いた。  
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記号 FC(%) D50(mm) 備考

Bs1 40 0.1 砂質土

Bs2 40 0.1 砂質土
Bs3 30 0.15 砂質土
Bg1 0 2 礫質土
Bg2 0 2 礫質土
Bg3 0 2 礫質土
As1 40 0.1 砂質土
As2 40 0.1 砂質土
As3 30 0.15 砂質土
As4 10 0.35 砂質土
As5 10 0.35 砂質土
Ag1 0 2 礫質土
Ag2 0 2 礫質土
Ag3 0 2 礫質土
Ag4 0 2 礫質土
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